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人工知能と人間社会に関する懇談会   資料  

株式会社 Preferred Networks 代表取締役社長   最高経営責任者   西川 徹  

  

＜実世界の問題への人工知能適用の広がり＞ 機械学習をはじめとする人工知能技術は、これ

まで、産業への応用は限定的であった。ウェブサービスや ECサイト、広告システム、検索エン

ジンなどにおいては商業的にも高い成果を出してきたが、製造業など既存の多くの産業では応

用がなかなか進んでいなかった。しかしながら、近年では、Internet  of  Things  の発展、

ネットワークアーキテクチャの発展、ディープラーニング技術の台頭、ビッグデータへの注目

などの複数の進化が同時並行的に起こり、様々な産業、実世界の問題への適用が進みつつある。

弊社では、特に、産業用ロボットの操作の学習、自動運転などにおける空間認識技術の精度向

上、創薬・ゲノムをはじめとしたライフサイエンスへの応用などを進めている。画像認識をは

じめとするいわゆる「直感 的な判断」を要求する領域においては、ディープラーニング技術は

かなり成果を出しつつある。  

  

＜さらに難しい問題への適用＞  

直感的な判断が必要とされる領域においては、ディープラーニングはすでに様々な分野で成

果をあげつつあり、各社実用化を進めているが、今後はそのような領域だけではなく、今後は

プランニングなどより「深い判断」が必要な分野に利用されていくと我々は考えている。もち

ろん、現在の人工知能技術は、脳を完全に再現できているわけではなく、まだ人の脳について

は不明な部分はたくさんある。しかし、人工知能は必ずしも人間の脳の働きをシミュ レートす

る必要はない。これまでも、人工知能以外の分野において、機械は、問題の解き方 を変えるこ

とによって、人や生物よりも高い性能を出すということを実現してきた。人とコ ンビュータで

は当然特性やできることが異なるので、その特性を理解した上で、コンビュー タや人工知能な

らではの応用分野を切り開いていく必要があるだろう。特に、コンビュータは、大規模並列化の

技術やネットワークの力を借りることにより、スケーラビリティを実現することができる。ま

た、人には不可能な、学習済みモデルを多くのコンビュータの間で瞬 時に共有することさえ可

能である。このように人工知能は、人の能力とは違った形で、人の現在の想像をはるかに超え

るような応用分野を切り開いていくだろうと思う。その中でキーになるのは、人工知能技術そ

のものの発展だけではなく、人工知能同士を協調させるため の「神経系」だと我々は考えてい

る。  

 そのようにして、人とは違った形での急速な発展を人工知能は遂げていくと考えているが、 

その中でも、様々な事象を同時に、かつ複合的にとらえ、システム全体としての最適化をあら

ゆるデバイスを協調させながら実現する、といった分野の応用が進んで行くだろう。コンピュ

ータの強大な情報処理能力を活用して、様々な系を同時に扱い、リアルタイムで最適化
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やプランニングを実現していく、といったことが可能になるだろう。そして、交通システム 

全体での最適化・生産系のシステム全体での最適化、物流に関わる様々なシステムにまたが 

った最適化などが実現されるだろう。こういった最適化は、上位のレイヤの情報技術が発展 

するだけでなく、末端のデバイスまですべて自動でコントロールできるようになってはじ 

めて実現できる。個々の末端のデバイスの制御は、自動運転技術やロボットの強化学習など 

の発展により、もう目途はたってきている。より中長期的な判断にも応用できうるというこ 

とは、Google DeepMind の AlphaGo の成果が、その一端を示しているのではないかと思 

う。  

  

＜人工知能技術の発展で、ソフトウェア産業・IT 産業そのものが大きく変わる＞ 人工知能

技術・機械学習技術の発展は、ソフトウェア産業・ソフトウェアの形態そのものを 大きく変

えていく可能性が高い。いままでは、IT 産業・ソフトウェア産業においては、「プ ログラム

を書く」といった作業が多くの工数を占めていた。プログラムを書き、検証を行い、 その結果

をもとに品質改善を行う、などといったことを、人手を多くかけて実現してきた。 しかし、今

まさにビッグデータや人工知能の分野で起こっていることは、人がプログラムを 書かなくて

も、データを与えることによって、ルールや制御方法を自動的に獲得していく、 ということ

である。もちろん、ソフトウェアの構築においては、各モジュールをつなぎあわ せる「イン

テグレーション」の部分も重要である。プロトコル、仕様のすりあわせといったところも、多

くの工数を必要とする。しかしながら、その領域も、「機械同士がどう協調 するのかどうか

そのものを学習していく」といった「神経系」の領域でディープラーニング の適用が始まる

と、インテグレーションそのものも自動化されてしまうだろう。Preferred Networks     

という社名は、ニューラルネットワークとコンビュータネットワークの 2つのネットワーク

を融合させたい、というところから命名した。その社名の通り、我々のミッショ ンは、機械同

士が賢く協調するための技術を、人工知能の技術を用いて実現することなのである。  

  

機械同士が賢く協調する世界において、ソフトウェア構築の方法論はどのように変わって 

くるだろうか。もちろん、ソフトウェア産業そのものがなくなる、ということはなないだろ 

うが、プログラムを書く、そのコードパスを網羅するようにテストを設計する、といった今 

のエンジニアの主要なタスクが、「どう学習させるか」「学習したモデルをどう検証するか」 

「学習モデルをどう利用し管理するか」といったことをこれからのエンジニアは考える必 

要がでてくるだろう。ソフトウェアの流通においても、ソフトウェアそのものだけではなく 

て、そのソフトウェアがデプロイする学習モデルにより重きが置かれるようになるだろう。 

知財の考え方も変わるだろうし、エコシステムも大きくかわる。その業界構造の変化に柔軟 

に対応していくことが、これから多くの企業において必要になっていくと考えている。  


